
 
京都大学全学メール利用規程 

（平成24年4月23日情報環境機構長裁定） 

（趣旨） 

第１条 京都大学情報環境機構（以下「機構」という。）が管理及び運用する「kyoto-u.ac.jp」

のドメイン名で提供する電子メールの発信・受信サービス（以下「教職員用メール」とい

う。）及び「st.kyoto-u.ac.jp」のドメイン名で提供する電子メールの発信・受信サービ

ス（以下「学生用メール」という。）の利用に関し必要な事項については、この規程の定

めるところによる。 

 

（利用目的） 

第２条 全教職員及び全学生がそれぞれ同一のメールサービスを利用し、全教職員及び全学

生への同報メールの確立と安全かつ利便性の高いメール環境を実現する。 

 

（利用者の資格） 

第３条 教職員用メール又は学生用メールを利用することができる者は、次のとおりとする。 

 (1) 教職員用メールについては、次のアからケに掲げる者のうち、京都大学全学情報シス

テム利用規則第２条第３５号の主体認証を行うために用いる教職員アカウント（ＳＰＳ-

ＩＤ）の交付を受けている者とする。 

ア 本学の役員 

イ 京都大学教職員就業規則が適用される者 

ウ 京都大学特定有期雇用教職員就業規則が適用される者 

エ 京都大学有期雇用教職員就業規則が適用される者 

オ 京都大学時間雇用教職員就業規則が適用される者 

カ 京都大学外国人教師就業規則が適用される者 

キ 京都大学外国人研究員就業規則が適用される者 

ク 京都大学教職員の再雇用に関する規程が適用される者 

ケ その他情報環境機構長(以下「機構長」という。)が適当と認めた本学の教職員に準ず

る者 

 (2) 学生用メールについては、次のア又はイに掲げる者のうち、京都大学全学情報システ

ム利用規則第２条第３５号の主体認証を行うために用いる学生アカウント（ΕＣＳ-ＩＤ）

の交付を受けている者とする。 

ア 本学の学生等 

イ その他機構長が適当と認めた者 

 

（利用できる期間） 

第４条 教職員用メール及び学生用メール（以下、「全学メール」という。）を利用できる

期間は、次のとおりとする。ただし、前条第１項第１号ケ又は同条同項第２号イが教職員

メール又は学生用メールを利用できる期間は、別に定める日までとする。 

(1) 教職員用メールについては、本学の役員又は教職員としての身分を失う日までとする。 



 
(2) 学生用メールについては、本学の利用者の資格を失う日までとする。 

２ 前項第１号又は第２号に該当し、利用者の資格を失った場合において、本人からの利用

の申し出があった場合は、最長３ヶ月間（機構長が特に必要と認めた場合は、特に定めた

期間）メール転送サービスを利用することができるものとする。 

 

（情報セキュリティポリシーの遵守） 

第５条 教職員用メール又は学生用メールを利用する者（以下「利用者」という。）は、京

都大学における情報セキュリティの基本方針、京都大学の情報セキュリティ対策に関する

規程、京都大学情報セキュリティ対策基準及び京都大学全学情報システム利用規則を遵守

しなければならない。 

 

（利用・サービスの停止） 

第６条 機構長は、利用者が本利用規程の定めに違反したときは、当該利用者の利用を停止

することができる。 

 

（利用者の責任） 

第７条 全学メールの利用に関しては、利用者が次に示すような責任を負うものとする。 

(1) 利用者は、全学メールを利用して行う情報発信などで生ずる問題の責任を負うこと。 

(2) 利用者は、全学メールを利用して行う情報発信などで問題が生じないように適正な努

力を払うこと。 

 

（障害等対応・利用者対応） 

第８条 全学メールに関する障害等への対応及び利用者からの問合せへの対応は、原則とし

て京都大学の定める正規の勤務時間内とする。 

 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、全学メールの利用に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この規程は、平成 24年 5月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 25年 6月 11日から施行し、平成 25年 6月 1日から適用する。 

 


